川口順子参議院議員、イェール大学から日本人として初めてウィルバー・クロス・メダル受賞」
川口順子参議院議員（1965年東大教養学部卒）は2008年10月7日、ウィルバー・クロス・メダル－イェール大學大学院卒業者が受ける最高の栄誉－を受賞する5名の卒業生に選ばれた。このメダルは、受賞者の際立ったキャリアを顕彰するもので、今年の他の受賞者には、ディビィド・ケネディ氏（ピューリッツア賞受賞作家、スタンフォード大学歴史学教授）やステファン・エマーソン氏（生物学の大家、ハーバーフォード大学学長）がいる。
ウィルバー・クロス賞は1966年に創設され、1916年から1930年に大学院学長を務めたウィルバー・クロス氏を記念したものである。同氏は英文学の卓越した学者であり、退官後にコネティカット州知事になった。過去の受賞者は、学者、科学者、芸術家、そのほかの分野で優れた人物である。川口女史は同賞を受賞した最初の日本人である。同女史は1972年、イェール大学から経済学修士を取得しており、現在はイェール大学の「総長（又は全大学）国際活動諮問委員会」(Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ’ｓ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　ｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ）のメンバーである。
授与式はイェール大学英国美術センターで開催され、受賞者や家族、友人、大学関係者や同窓生が出席した。リチャード・レビン学長は、川口女史が環境大臣（2000年から2002年）、外務大臣（2002年から2004年）をはじめ、数多くの政府審議会や民間委員会の委員を務めてきたことを紹介し、公共分野での長年にわたる卓越した活動を称賛した。

レビン学長は授与式で、大学の重要な使命は、真理の追究と公共への奉仕を実践する精神を涵養することにあると強調。ウィルバー・クロス・メダルは、イェール大学が重視するこの価値観を実践した人たちに授与されると話した。

授与式に先立って行われた記念講演会で、川口女史は「低炭素社会・日本の実現に向けて－政治家の役割－」と題した話をした。政府と政治家の果たす役割に焦点を当てながら、日本の温暖化対策の概要を示し、低炭素社会実現に向けて、家庭や業務部門を効果的に取り込むことの重要性も強調した。地球温暖化は“ホット”な話題だったので、講演後には活発な質疑・意見交換が行われオーバータイムの閉会となった。

近年東大とエール大學は2007 に設立されたイェールラボをはじめ諸々の共同研究を行っており、２００８年１０月にはイェール大総長リチャード・レビン氏が東大から名誉博士号を授与されている。

